
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指揮】寺岡 清高 Kiyotaka Teraoka 

 

早稲田大学第一文学部卒業。桐朋学園大学を経て 1992年よりウィーン国立音楽大学指揮

科に入学、指揮を高階正光、カール・エステルライヒャ、ウロシュ・ラーヨヴィッチ、湯

浅勇治の各氏に師事。1997 年イタリア・シエナのキジアーナ音楽院より指揮科最優秀受

講生に贈られる「フランコ・フェラーラ大賞」を授与され、１年間ジャンルイジ・ジェル

メッティ氏のアシスタントとしてロンドン・コヴェントガーデン、ミュンヘン・フィル、

ローマ・サンタチェチーリア管等に同行し研鑽を重ねる。また、2001 年より１年半にわ

たりイタリア・フィエーゾレ音楽院においてカルロ・マリア・ジュリーニ氏より定期的に

指導を受けた他、2000年以降ヨルマ・パヌラ、ネーメ・ヤルヴィ両氏の下で研鑽を積む。 

2000 年ミトロプーロス国際指揮者コンクール優勝。これまでにヴェニスのフェニーチェ

歌劇場管弦楽団、サンクト・ペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団、オランダ放送管

弦楽団、モスクワ室内管弦楽団、ウィーン室内管弦楽団を始め、イタリアを中心にヨーロ

ッパ各国のオーケストラへ客演。日本に於いては 2001 年に大阪交響楽団（旧 大阪シン

フォニカー交響楽団）を指揮してデビュー。これまでに札幌交響楽団、仙台フィルハーモ

ニー管弦楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京シティ・フィルハーモニック管弦

楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、セントラル愛知交響楽団、中部フィルハーモニ

ー交響楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団、九州交響楽団等を指揮している。 

近年はイタリア・パドヴァ管弦楽団、フランス国立ロワール交響楽団、ブラジル・ポルト

アレグレ交響楽団、イギリス室内管弦楽団等に客演。 

大阪交響楽団とは、2004年１月の正指揮者就任以来緊密な関係を続けており、2011年 4

月から 2019年 3月まで、同楽団常任指揮者を務める。ウィーン在住。 

 

 
【大阪交響楽団】 
 

１９８０年創立。初代音楽監督・常任指揮者に小泉ひろしを迎える。永久名誉楽団代表・敷島博子が『聴くものも、

演奏するものも満足できる音楽を！』を提唱。いつも聴衆を“熱く”感動させるその演奏は、「魂の叫び」「情熱の

音」であると評されている。１９９２年１月にトーマス・ザンデルリンクを音楽監督・常任指揮者に迎え、オーケス

トラとしての基礎を築いた。その後曽我大介を音楽監督・常任指揮者に、さらに大山平一郎がミュージックアドバイ

ザー・首席指揮者に、そして２００８年４月からは児玉宏が音楽監督・首席指揮者に就任、その活動ぶりと演奏は各

方面から高い評価を得た。楽団名を「大阪シンフォニカー」から２００１年１月に「大阪シンフォニカー交響楽団」、

さらに２０１０年４月に「大阪交響楽団」と改称。また支援組織として、１９８８年大阪シンフォニカー協会が設立、

２００８年１２月に一般財団法人となる。さらに２０１２年４月に支援組織と楽団を統合し、一般社団法人大阪交響

楽団となり、２０１８年１１月に公益社団法人となった。２０００年本拠地を大阪府堺市へ移転。２００６年４月、

大和ハウス工業株式会社代表取締役会長樋口武男氏が運営理事長に就任している。２０１５年４月には二宮光由が楽

団長・インテンダントに就任。さらに２０１６年４月からは、日本楽壇最長老の外山雄三がミュージック・アドバイ

ザーに就任。２０１９年４月からは新たに太田弦（２０１５年、第１７回東京国際音楽コンクール〈指揮〉で第２位

ならびに聴衆賞を受賞）が正指揮者に就任し、さらなる楽団の飛躍が期待されている。 

 

Hall  Concert  Schedule 
９月８日（日）   Vol.2 室内楽で紐解くロマン派の魅力 

           シューベルト：ピアノ五重奏曲「鱒」他            

１１月３０日（土） Vol.3 これ以上ない ピアノ名曲選 

           ショパン：ノクターン第２番  リスト：「ラ・カンパネラ」他  ピアノ  イリーナ・メジューエワ 

２月２日（日）   Vol.4 歌曲でつづる「浪漫」の心 

           シューマン：「詩人の恋」 マーラー：「子供の不思議な角笛」より 他 

               ソプラノ  安藤 るり  / バリトン  小玉 晃 


